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渡 辺 淳一  竹内  誠*

(青森県畜産試験場 *青森県農業経営研究所 )

EcOnomic Evaluation of CornヽVhole― crop Silage to Fattening Cattle

」unichi WATANABE and MakOtO TAKEUCHI*

(Aomぬ l甘::針彙翼∬F懲鳳止l11lIIbanと
y)

1 は じ め に

トウモロコシホールクロップサイレージは,肥育牛に対
して増体 ,濃厚飼料の節減及び健康維持を図る効果が認め

られるが,肥育牛生産コストの低減という経済性の点から

は,濃厚飼料に対比するサイレージの費用が問題となる。

そこで,サイレージの生産費と肥育牛に対するサイレージ

給与の経済性を検討 した。

2 方     法

(1)ト ウモロコシホーフレクロップサイレージを生産利用

している肥育農家における栽培 調製作業体系と生産費を
調査する。

(2)飼養規模,土地条件,機械装備等を想定し,作業体
系モデルを作成し,生産費を試算する。

(3)肥育牛に対する給与基準を作成し,そ の経済性を検

討する。

3 結果及び考察

(1)肥育農家におけるサイレージの生産費

土地利用型肥育経営の優良事例にあげられた 2戸の農家

におけるサイレージの生産費を調査した。

325αにトウモロコンを作付けし,耕起.播種及び収穫等
の主要な作業を安価で委託しているA農家では,サ イレー

ジ 1″ 当たりの費用合計は 147,円 ,経営費は1197円 であ

った。 トウモ,コ ンの10α 当たり収量を現状の 5,か ら 6

`に
改善することにより,現有の古い農機具の更新を図り

表 1 飼料の栄養価費用の比較

肥育用 (後期 )配合

ながら生産費の若干の低減が可能と試算された。

また, トウモロコン作付面積 210αで収穫作業の一部を

委託しているはかは,個人ないし共同で保有する機械を利

用し 10α 当たり58ι の収量を得ているB農家では,費
用合計は1527円 ,経営費は1126円 で,ト ウモロコシの品
種選定及び施肥体系等の改善により,費用合計を13円台に

することが可能と試算された。

(2)作業体系モデルによる生産費試算

トウモ●コシホールクロップサイレージ生産作業体系モ

ァルを作成 し、その体系別サイレージ生産費を トウモロコ

ンの10α 当たりの収量 6ι として試算した。

青森県の複合経営肥育農家における平均的水田面積 150

αのうち,40α にトウモロコシを作付けし,手作業中心の

作業体系で農機具は 3～ 4戸の共同利用を想定 したモデル

では, 3戸共同で費用合計 1501円 .経営費 1109円 ,4戸
共同でそれぞれ 1342円 ,950円であった。
また,(1)の生産費調査の農家のBと同程度の 200α の作

付けで 3戸共同利用の機械作業一貫体系を想定したモデル

では ,自己完結型で費用合計 1313円 ,経営費1048円 ,作
業の一部委託型でそれぞれ 1321円 ,1078円 であった。

(3)サ イレージの栄養価費用

試算 したサイレージの生産費からTDNI″当たりの栄養
価費用を求め,濃厚飼料と比較 して表 1に示した。

TDN 74%の肥育用配合の栄養価費用を 100と した指数
でみると,費用合計では① の手作業中心体系 4戸共同が
89,②の機械一貫体系 3戸共同が88で,経営費ではそれ
ぞれ64及び69であり,栄養価費用の点ではサイレージの有
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素  牛  代 0) 200,000 184,0∞ 200,000 157.500 157.500

労 働  費 lll) 28.266 40,500 22,613 30,7,7 24,638

飼
料
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濃厚飼料 (円 )

粗 飼 料 (円 )

150,365

29,437

132,971

72,882

159,810

18,689

179,916

28,053

201,305

5,820

計  (円 ) 179,802 205,853 178.499 207.969 207,125

そ  の  他 (円) 25,602 28,540 25,602 26,607 26,607

合    計 (円 ) 433,670 458,893 426,714 422.873 415,870

副 産 物 価 格 (円 ) 21,943 26,200 21,943 23,908

第 1次 生 産 費 (円 ) 411,727 432,693 404,771 398,965 391,962

出 荷 経 費 (円 ) 41,548 41,548 41,548 42,141 42,141

粗飼料生産労働費 (円 ) 7,722 18,959 3,725 7.213
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技 肉 販 売 額 (円 )

ゴ ミ皮 ほ か lR)

467,016

28,657
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30,288

計 (円 ) 495,673 506,595

費 (円 ) 427.084 425,682 429,958 413.67, 417.588

所    得 (円 ) 68,589 69,991 65,717 92,916 89.007

所  得  率 (%) 176

表 2 経済肥育モデル飼料給与基準の経済性 (サ イレージ作業体系 :手作業中心 4戸共同 )

注 経営費 :敷料費及び稲わら代は副産物価格と相殺
労働費及び粗飼料生産労働費を除き,出荷経費を含む。

利性がうかがえた。しかし,③の58年度牛乳生産費調査の

数字では,費用合計で 160,経 営費でも116と 高く,ま た

トウモロコンの作付面積に制約があってサイレージの確保

量が十分得られない場合に, トウモロ]シの後作又は 2年

3作を想定したライ麦は,単収及びサイレージの栄養価が

低いことから栄養価費用は著しく高いものとなり,飼料費

の節減には結びつかないものと考えられる。

“

)肥育牛に対する給与の経済性
肉用牛経済肥育技術普及促進事業の肥育モデルに基づく

飼料給与基準を作成し,作業体型別のサイレージ生産費を

用いてサイレージ給与の経済性を検討した。

このうち,手作業中心体系 4戸共同の場合の生産費に

よったものを表 2に示した。日本短角種,乳用種ともサイ

レージ給与は無給与に比べて費用合計が高く,肥育牛の生
産コストの低減にはならなかった。しかし,経営費では逆

にサイレージ給与が安く, したがって所得は若千ながらサ

イレージ給与が多かった。これはサイレージ生産の労働費

が所得として加わることによるもので,サイレージの生産

給与が所得の向上に結びついたといえる。

4 お わ り に

肉用牛肥育経営において, トウモロコシホールクロップ

サイレージの生産と利用によって所得の向上を図るために

は, トウモロコシの単収を高めることと作業体系の改善 ,

機械の共同利用などによるサイレージの生産費の低減力泌

要であり,費用合計で13円台,経営費で10円台以下である

ことが要求される。今日の円高による濃厚飼料の値下げか

ら,サイレージ利用による低コスト化の効果は更に疑間視

される傾向にあるが,単に濃厚飼料との価格の比較だけで

はなく,肥育牛の健康維持,事故率の低減などのメリット

を考慮した総合的な評価力泌 要と考える。
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